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　皆様もう２月ですね。
　人によってはそうでもない方もいらっしゃるかもしれませんが久々の編集後記に関わらせていただきありがとうございま
す。話題に困りと過去の２月記事を見ますとだいたいこの時期に載る事といえば、寒いので体には気をつけてという構図が
多いです。え、そういうものなのと思う方もいらっしゃるかと思いますので、お時間ある際にぜひともホームページから過去
の記事を開いて探ってみてください。過去の思い出に浸りながらついでに２０２２年の編集後記には隠しワードが各月にご
ざいますので合わせてお楽しみください。
　最後に流行り病が直近で増えていますので皆様くれぐれもご用心くださいませ。　　　　　　　    （記事：山本 圭介）
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　３月８日（金）元メジャーリーガーの川﨑宗則氏が尾道で初講演！ご来場の方より抽選で直接、川﨑氏と
話せる機会やツーショット、サインボールをプレゼント！
　また同日開催のおのみち異業種交流会では、尾道で活躍のビジネスパーソンと繋がる最高の機会！！知
り合いや友達をたくさん作りたい方。人とお話しするのが好きな方。
　皆様のご来場をお待ちしております！！お申し込みはチラシQRコードまたは専用インスタグラムから。

【お問合せ】 E-mail：ojc0308chest@gmail.com　（担当 ： 拡大研修委員会 委員長  向井）

　
1
月
16
日
（
火
）
尾
道
国
際
ホ
テ
ル

に
て
、
1
月
例
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
2
0
2
4
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

1
月
例
会
で
は
、
バ
ッ
ジ
授
与
式
か
ら

始
ま
り
、
理
事
長
・
直
前
理
事
長
・
監

事
の
バ
ッ
ジ
が
小
林
理
事
長
率
い
る
新

体
制
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
小
林
理
事
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
で
は
、
テ
ー
マ
「
融
和

協
働
～
コ
コ
ロ
、
オ
ド
ル
。
未
来
へ
～
」
の
元
、
改
め
て
本
年
度
に

向
け
た
志
と
想
い
を
現
役
メ
ン
バ
ー
に
伝

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
各
種
表
彰
で
は
、
2
0
2
3
年
度

卒
業
生
の
皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

2
0
2
3
年
度
の
理
事
長
・
監
事
・
例
会

皆
出
席
者
の
努
力
と
功
績
が
称
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
満
期
退
会
者
表
彰
で
は
小

林
理
事
長
か
ら
卒
業
生
へ
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
代
表
と
し
て
中
司
昌
克

先
輩
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー
へ

お
心
づ
け
と
温
か
い
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
記
事
：
福
島 

侑
）

　
1
月
16
日
（
火
）
、
尾
道
国
際
ホ
テ
ル

に
て
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席

を
賜
り
、
尾
道
青
年
会
議
所
2
0
2
4
年

度
の
門
出
で
あ
る
新
年
宴
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ム
ー
ビ
ー
に
は
本
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
融
和
協
働
～
コ
コ
ロ
オ
ド
ル
。
未
来
へ

～
」
に
つ
い
て
小
林
理
事
長
の
想
い
が
見

事
に
作
り
込
ま
れ
、
そ
の
後
の
挨
拶
で
は

こ
の
1
年
間
へ
向
け
た
決
意
を
穏
や
か
に

も
熱
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
高

橋
宏
明
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
の
ご

挨
拶
、
杢
谷
正
樹
先
輩
に
乾
杯
の
音
頭
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
理
事
お
よ
び
各
委
員
会
紹
介
で
は
2
0
2
4
年
の
尾

道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
先
輩
方
に
お
披
露

目
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
新
入
会
員
紹
介
で
は
12
名
一
人
ひ
と
り
が
自
己

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
代

表
の
亀
山
翔
太
君
に
よ
る
挨
拶

で
は
今
後
の
Ｊ
Ｃ
活
動
へ
の
意

気
込
み
が
伺
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
福
茶
と
い
う
新
年
の
無
病
息
災
を
祈
念
し
た
縁
起
の

良
い
お
茶
を
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会

員
の
皆
様
に
振
る
舞
い
な
が

ら
歓
談
を
楽
し
み
、
先
輩
方

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
御
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず

ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
諸
先

輩
方
の
お
力
添
え
も
あ
り
、

2
0
2
4
年
最
高
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
事
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
コ
コ
ロ
オ

ド
ル
尾
道
の
未
来
に
向
け
て

会
員
全
員
で
融
和
、
協
働
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
記
事
：
地
域
創
造
委
員
会

今
城 

佑
基
）

１ 

月 

例 

会

新 年 宴 会



　
本
年
度
の
上
田
宗
箇
流
和
風
堂
初
釜
が
1
月
13
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
釜
は
日
本
の
伝
統
的
な
行
事
で
、
新
年
を

迎
え
る
際
に
行
わ
れ
る
茶
事
の
一
つ
で
す
。
新

年
の
清
々
し
い
気
分
の
中
で
、
茶
の
湯
を
通
じ

て
心
を
落
ち
着
か
せ
、
新
た
な
年
に
臨
む
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
は
小
林
理

事
長
、
安
保
ブ
ロ
ッ
ク
副
会
長
が
参

加
し
ま
し
た
。
県
内
12
L
O
M
の
理

事
長
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
役
員

団
の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
た
場
で
、

茶
文
化
に
触
れ
な
が
ら
交
流
を
行
う

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
新

年
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
狩
野 

聡
汰
）

　
1
月
9
日
、
正
副
事
務
局
メ
ン
バ
ー
に
て

艮
神
社
へ
初
詣
に
参
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
に
相
応
し
い
厳
か

な
空
気
の
中
、
尾
道
青
年
会
議
所
の
諸
先
輩

方
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
樹
齢
9
0
0

年
超
と
も
い
わ
れ
る
大
楠
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
祈
祷
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
小
林
理
事
長
の
下
、

2
0
2
4
年
度
の
テ
ー
マ
「
融
和
協
働
」
を

実
践
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
存
分

に
活
か
し
つ
つ
、

一
丸
と
な
っ
て
明

る
い
豊
か
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て

尽
力
す
る
こ
と
を

各
々
の
胸
に
誓
い

ま
し
た
。

（
記
事
：
森
田 

洋
一
郎
）

　本年度、地域の魅力創造室 副理事長を仰
せつかりました、山本恭平と申します。
日々変化する社会情勢の中で、私たち青年
会議所に求められるニーズも同様に変化し
ます。
　その中で、今一度 私たちは青年会議所に
求められている事、私たちだからこそできる事を見極め、活動を
展開していく必要があります。
　当室では、小林理事長が掲げられる『融和協働』のもと、私た
ちの活動を通じて多くの方々の心が躍る1年間にしていく為に、
一人でも多くの人々の声に耳を傾け、手を取り合い、想いをカタ
チに変え、魅力と活気に溢れる尾道の創造へと繋げていきたい
と思っております。
　委員長をはじめ地域創造委員会メンバーと共に、精一杯活動
を展開して参りますので、OB特別会員の皆様方には、変わらぬ
温かいご指導とご鞭撻を宜しくお願い致します。

地域の魅力創造室 副理事長
山本 恭平『想い』テーマ

　２０２４年度 組織活性化室 副理事長を
仰せつかりました中島裕一朗と申します。
本年度副理事長としてのテーマを「不易
流行」とし、多様化・複雑化する時代に合わ
せ組織が変化し共に成長できるよう、メン
バー内外の有意義な交流と学びの機会を多く作っていきた
いと思っております。
　そして、この仲間だからこそできる最高の形を展開し、組織
の魅力を発信していくことで、ひとりでも多くの仲間を増やし
てまいります。1年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

組織活性化室 副理事長
中島 裕一朗『不易流行』テーマ

　本年度専務理事を仰せつかりました加藤雄大と申します。
　本年度の事務局は、小林理事長が掲げられる「融和協働～コ
コロオドル、未来へ～」のテーマの下、まちや人、継承してきた
ことや新しいことなど様々なものを融和し、次代へ向けて共に
挑戦していく姿勢で活動に取り組んで参ります。
　また、本年度は総務委員会としての役割を事務局で担わせていただきます。会
員の皆さまの活動を支えると共に、私たち事務局メンバーが尾道青年会議所を
引っ張っていくという気概を持って精一杯努めて参りたいと思います。
　諸先輩方におかれましては、様々な場面においてお力添えを賜ることになろう
と存じますが、1年間何卒宜しくお願い致します。

専務理事 加藤 雄大
『進化への挑戦』テーマ

　本年度、夢・希望・憧れ室 副理事長を仰
せつかりました沼田剛志と申します。
　副理事長所信のテーマを「挑戦」とさせ
ていただきました。人が成長していく過程
で、挑戦していくことは不可欠であると考
えます。本年度は人財育成委員会のメンバーと共に小林理
事長の掲げる「融和協働」のもと、夢や希望を描き憧れのま
ち、人財となるべく素晴らしい個性を持ったメンバーと団結
して挑戦してまいります。1年間どうぞよろしくお願い申し上
げます。

夢・希望・憧れ室 副理事長
沼田 剛志『挑戦』テーマ

2024年度 副理事長・専務理事 挨拶

　２０２４年度 まちの未来創造室 副理事長
を仰せつかりました小西琢真です。本年度
は小林理事長が掲げられる「融和協働～
ココロ、オドル。未来へ～」のテーマのもと
新しいことにチャレンジしていきたいと考
えています。そして広報啓発委員会のメンバーと共に私たち
が思い描くまちの未来を発信していきます。
　諸先輩方におかれましては、様々な場面においてお力添
えを賜ることになろうかと存じますが、一年間どうぞよろしく
お願い申し上げます。

まちの未来創造室 副理事長
小西琢真『温故知新』テーマ 　

1
月
19
日（
金
）～
1
月
21
日（
日
）の
３

日
間
。京
都
会
議
に
参
加
し
て
参
り
ま
し

た
。

　
20
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、地
方
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の

可
能
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
J
C
I
東
広
島

か
ら
出
向
さ
れ
て
い
る
山
田
章
夫
副
会
頭

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
登
壇
さ
れ
て

お
り
、観
光
を
推
進
し
て
い
る
尾
道
に
暮
ら

す
我
々
と
し
て
も
大
変
、興
味
深
い
お
話
で

し
た
。

　
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
L
O
M

ナ
イ
ト
で
は
、33
名
の
尾
道
青
年

会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
京
都
の
地
で

懇
親
を
深
め
、2
0
2
4
年
度
活

動
に
対
す
る
英
気
を
養
い
ま
し

た
。L
O
M
ナ
イ
ト
に
は
広
島
ブ

ロッ
ク
協
議
会 

貝
原
会
長
が
お
忙

し
い
中
、お
越
し
下
さ
り
、L
O
M

内
の
融
和
と
広
島
県
全
体
で
の
団

結
を
深
め
る
素
晴
ら
し

い
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
21
日
に
は
新
年
式

典
に
参
加
し
、小
西
会

頭
の
年
頭
所
信
を
拝
聴

い
た
し
ま
し
た
。ご
自

身
が
ご
経
験
さ
れ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
。そ
し
て
能
登

半
島
地
震
に
心
を
寄
せ
、よ
り
沸
き
起
こ
る
日
本
の
未

来
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
聞
き
、小
西
会
頭
の
掲
げ
るBe 

the Leader 

未
来
の
笑
顔
の
た
め
に
、親
切
心
が
織
り

な
す
豊
か
さ
で
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
へ
向
け
て
会
員
一

同
、心
を
一つ
に
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
藤
田 

祐
輔
）

　
1
月
28
日
（
土
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
に
て
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年

会
議
所
中
国
地
区
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
新

春
会
議
並
び
に
新
春
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
2
0
2
4
年
度 

貝
原
会
長
の
掲
げ
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

プ
ラ
ス
」
の
も
と
、
広

島
ブ
ロ
ッ
ク
全
会
員
が
一
丸
と
な
り
、
新
た

な
１
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う
熱
量
を
共
有

し
ま
し
た
。

　
当
会
か
ら
副
会
長
と
し
て
出
向
し
て
い
る

安
保
大
輔
君
の
ス
ピ
ー
チ
。
役
員
団
紹
介
で
は
安

保
副
会
長
・
小
田
副
会
長
補
佐
・
西
垣
内
副
会
長

補
佐
の
登
壇
も
あ
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
尾
道
J
C
活
動
紹
介
で
は
、
会
場
を

一
番
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
尾
道
メ
ン
バ
ー
の
粋

と
熱
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が

駆
け
つ
け
、
広
島
県
内
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
記
事
：
中 

直
哉
）

京 都 会 議

初 

釜

ブ
ロ
ッ
ク

新
春
会
議

ブ
ロ
ッ
ク

新
春
会
議

初 

詣



　
本
年
度
の
上
田
宗
箇
流
和
風
堂
初
釜
が
1
月
13
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
釜
は
日
本
の
伝
統
的
な
行
事
で
、
新
年
を

迎
え
る
際
に
行
わ
れ
る
茶
事
の
一
つ
で
す
。
新

年
の
清
々
し
い
気
分
の
中
で
、
茶
の
湯
を
通
じ

て
心
を
落
ち
着
か
せ
、
新
た
な
年
に
臨
む
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
は
小
林
理

事
長
、
安
保
ブ
ロ
ッ
ク
副
会
長
が
参

加
し
ま
し
た
。
県
内
12
L
O
M
の
理

事
長
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
役
員

団
の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
た
場
で
、

茶
文
化
に
触
れ
な
が
ら
交
流
を
行
う

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
新

年
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
狩
野 

聡
汰
）

　
1
月
9
日
、
正
副
事
務
局
メ
ン
バ
ー
に
て

艮
神
社
へ
初
詣
に
参
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
に
相
応
し
い
厳
か

な
空
気
の
中
、
尾
道
青
年
会
議
所
の
諸
先
輩

方
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
樹
齢
9
0
0

年
超
と
も
い
わ
れ
る
大
楠
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
祈
祷
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
小
林
理
事
長
の
下
、

2
0
2
4
年
度
の
テ
ー
マ
「
融
和
協
働
」
を

実
践
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
存
分

に
活
か
し
つ
つ
、

一
丸
と
な
っ
て
明

る
い
豊
か
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て

尽
力
す
る
こ
と
を

各
々
の
胸
に
誓
い

ま
し
た
。

（
記
事
：
森
田 

洋
一
郎
）

　本年度、地域の魅力創造室 副理事長を仰
せつかりました、山本恭平と申します。
日々変化する社会情勢の中で、私たち青年
会議所に求められるニーズも同様に変化し
ます。
　その中で、今一度 私たちは青年会議所に
求められている事、私たちだからこそできる事を見極め、活動を
展開していく必要があります。
　当室では、小林理事長が掲げられる『融和協働』のもと、私た
ちの活動を通じて多くの方々の心が躍る1年間にしていく為に、
一人でも多くの人々の声に耳を傾け、手を取り合い、想いをカタ
チに変え、魅力と活気に溢れる尾道の創造へと繋げていきたい
と思っております。
　委員長をはじめ地域創造委員会メンバーと共に、精一杯活動
を展開して参りますので、OB特別会員の皆様方には、変わらぬ
温かいご指導とご鞭撻を宜しくお願い致します。

地域の魅力創造室 副理事長
山本 恭平『想い』テーマ

　２０２４年度 組織活性化室 副理事長を
仰せつかりました中島裕一朗と申します。
本年度副理事長としてのテーマを「不易
流行」とし、多様化・複雑化する時代に合わ
せ組織が変化し共に成長できるよう、メン
バー内外の有意義な交流と学びの機会を多く作っていきた
いと思っております。
　そして、この仲間だからこそできる最高の形を展開し、組織
の魅力を発信していくことで、ひとりでも多くの仲間を増やし
てまいります。1年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

組織活性化室 副理事長
中島 裕一朗『不易流行』テーマ

　本年度専務理事を仰せつかりました加藤雄大と申します。
　本年度の事務局は、小林理事長が掲げられる「融和協働～コ
コロオドル、未来へ～」のテーマの下、まちや人、継承してきた
ことや新しいことなど様々なものを融和し、次代へ向けて共に
挑戦していく姿勢で活動に取り組んで参ります。
　また、本年度は総務委員会としての役割を事務局で担わせていただきます。会
員の皆さまの活動を支えると共に、私たち事務局メンバーが尾道青年会議所を
引っ張っていくという気概を持って精一杯努めて参りたいと思います。
　諸先輩方におかれましては、様々な場面においてお力添えを賜ることになろう
と存じますが、1年間何卒宜しくお願い致します。

専務理事 加藤 雄大
『進化への挑戦』テーマ

　本年度、夢・希望・憧れ室 副理事長を仰
せつかりました沼田剛志と申します。
　副理事長所信のテーマを「挑戦」とさせ
ていただきました。人が成長していく過程
で、挑戦していくことは不可欠であると考
えます。本年度は人財育成委員会のメンバーと共に小林理
事長の掲げる「融和協働」のもと、夢や希望を描き憧れのま
ち、人財となるべく素晴らしい個性を持ったメンバーと団結
して挑戦してまいります。1年間どうぞよろしくお願い申し上
げます。

夢・希望・憧れ室 副理事長
沼田 剛志『挑戦』テーマ

2024年度 副理事長・専務理事 挨拶

　２０２４年度 まちの未来創造室 副理事長
を仰せつかりました小西琢真です。本年度
は小林理事長が掲げられる「融和協働～
ココロ、オドル。未来へ～」のテーマのもと
新しいことにチャレンジしていきたいと考
えています。そして広報啓発委員会のメンバーと共に私たち
が思い描くまちの未来を発信していきます。
　諸先輩方におかれましては、様々な場面においてお力添
えを賜ることになろうかと存じますが、一年間どうぞよろしく
お願い申し上げます。

まちの未来創造室 副理事長
小西琢真『温故知新』テーマ 　

1
月
19
日（
金
）～
1
月
21
日（
日
）の
３

日
間
。京
都
会
議
に
参
加
し
て
参
り
ま
し

た
。

　
20
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、地
方
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の

可
能
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
J
C
I
東
広
島

か
ら
出
向
さ
れ
て
い
る
山
田
章
夫
副
会
頭

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
登
壇
さ
れ
て

お
り
、観
光
を
推
進
し
て
い
る
尾
道
に
暮
ら

す
我
々
と
し
て
も
大
変
、興
味
深
い
お
話
で

し
た
。

　
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
L
O
M

ナ
イ
ト
で
は
、33
名
の
尾
道
青
年

会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
京
都
の
地
で

懇
親
を
深
め
、2
0
2
4
年
度
活

動
に
対
す
る
英
気
を
養
い
ま
し

た
。L
O
M
ナ
イ
ト
に
は
広
島
ブ

ロッ
ク
協
議
会 

貝
原
会
長
が
お
忙

し
い
中
、お
越
し
下
さ
り
、L
O
M

内
の
融
和
と
広
島
県
全
体
で
の
団

結
を
深
め
る
素
晴
ら
し

い
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
21
日
に
は
新
年
式

典
に
参
加
し
、小
西
会

頭
の
年
頭
所
信
を
拝
聴

い
た
し
ま
し
た
。ご
自

身
が
ご
経
験
さ
れ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
。そ
し
て
能
登

半
島
地
震
に
心
を
寄
せ
、よ
り
沸
き
起
こ
る
日
本
の
未

来
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
聞
き
、小
西
会
頭
の
掲
げ
るBe 

the Leader 

未
来
の
笑
顔
の
た
め
に
、親
切
心
が
織
り

な
す
豊
か
さ
で
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
へ
向
け
て
会
員
一

同
、心
を
一つ
に
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
藤
田 

祐
輔
）

　
1
月
28
日
（
土
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
に
て
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年

会
議
所
中
国
地
区
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
新

春
会
議
並
び
に
新
春
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
2
0
2
4
年
度 

貝
原
会
長
の
掲
げ
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

プ
ラ
ス
」
の
も
と
、
広

島
ブ
ロ
ッ
ク
全
会
員
が
一
丸
と
な
り
、
新
た

な
１
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う
熱
量
を
共
有

し
ま
し
た
。

　
当
会
か
ら
副
会
長
と
し
て
出
向
し
て
い
る

安
保
大
輔
君
の
ス
ピ
ー
チ
。
役
員
団
紹
介
で
は
安

保
副
会
長
・
小
田
副
会
長
補
佐
・
西
垣
内
副
会
長

補
佐
の
登
壇
も
あ
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
尾
道
J
C
活
動
紹
介
で
は
、
会
場
を

一
番
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
尾
道
メ
ン
バ
ー
の
粋

と
熱
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が

駆
け
つ
け
、
広
島
県
内
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
記
事
：
中 

直
哉
）

京 都 会 議

初 

釜

ブ
ロ
ッ
ク

新
春
会
議

ブ
ロ
ッ
ク

新
春
会
議

初 

詣
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　皆様もう２月ですね。
　人によってはそうでもない方もいらっしゃるかもしれませんが久々の編集後記に関わらせていただきありがとうございま
す。話題に困りと過去の２月記事を見ますとだいたいこの時期に載る事といえば、寒いので体には気をつけてという構図が
多いです。え、そういうものなのと思う方もいらっしゃるかと思いますので、お時間ある際にぜひともホームページから過去
の記事を開いて探ってみてください。過去の思い出に浸りながらついでに２０２２年の編集後記には隠しワードが各月にご
ざいますので合わせてお楽しみください。
　最後に流行り病が直近で増えていますので皆様くれぐれもご用心くださいませ。　　　　　　　    （記事：山本 圭介）

編 集
後 記
編 集
後 記

facebookHP

　３月８日（金）元メジャーリーガーの川﨑宗則氏が尾道で初講演！ご来場の方より抽選で直接、川﨑氏と
話せる機会やツーショット、サインボールをプレゼント！
　また同日開催のおのみち異業種交流会では、尾道で活躍のビジネスパーソンと繋がる最高の機会！！知
り合いや友達をたくさん作りたい方。人とお話しするのが好きな方。
　皆様のご来場をお待ちしております！！お申し込みはチラシQRコードまたは専用インスタグラムから。

【お問合せ】 E-mail：ojc0308chest@gmail.com　（担当 ： 拡大研修委員会 委員長  向井）

　
1
月
16
日
（
火
）
尾
道
国
際
ホ
テ
ル

に
て
、
1
月
例
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
2
0
2
4
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

1
月
例
会
で
は
、
バ
ッ
ジ
授
与
式
か
ら

始
ま
り
、
理
事
長
・
直
前
理
事
長
・
監

事
の
バ
ッ
ジ
が
小
林
理
事
長
率
い
る
新

体
制
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
小
林
理
事
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
で
は
、
テ
ー
マ
「
融
和

協
働
～
コ
コ
ロ
、
オ
ド
ル
。
未
来
へ
～
」
の
元
、
改
め
て
本
年
度
に

向
け
た
志
と
想
い
を
現
役
メ
ン
バ
ー
に
伝

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
各
種
表
彰
で
は
、
2
0
2
3
年
度

卒
業
生
の
皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

2
0
2
3
年
度
の
理
事
長
・
監
事
・
例
会

皆
出
席
者
の
努
力
と
功
績
が
称
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
満
期
退
会
者
表
彰
で
は
小

林
理
事
長
か
ら
卒
業
生
へ
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
代
表
と
し
て
中
司
昌
克

先
輩
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー
へ

お
心
づ
け
と
温
か
い
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
記
事
：
福
島 

侑
）

　
1
月
16
日
（
火
）
、
尾
道
国
際
ホ
テ
ル

に
て
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席

を
賜
り
、
尾
道
青
年
会
議
所
2
0
2
4
年

度
の
門
出
で
あ
る
新
年
宴
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ム
ー
ビ
ー
に
は
本
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
融
和
協
働
～
コ
コ
ロ
オ
ド
ル
。
未
来
へ

～
」
に
つ
い
て
小
林
理
事
長
の
想
い
が
見

事
に
作
り
込
ま
れ
、
そ
の
後
の
挨
拶
で
は

こ
の
1
年
間
へ
向
け
た
決
意
を
穏
や
か
に

も
熱
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
高

橋
宏
明
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
の
ご

挨
拶
、
杢
谷
正
樹
先
輩
に
乾
杯
の
音
頭
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
理
事
お
よ
び
各
委
員
会
紹
介
で
は
2
0
2
4
年
の
尾

道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
先
輩
方
に
お
披
露

目
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
新
入
会
員
紹
介
で
は
12
名
一
人
ひ
と
り
が
自
己

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
代

表
の
亀
山
翔
太
君
に
よ
る
挨
拶

で
は
今
後
の
Ｊ
Ｃ
活
動
へ
の
意

気
込
み
が
伺
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
福
茶
と
い
う
新
年
の
無
病
息
災
を
祈
念
し
た
縁
起
の

良
い
お
茶
を
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会

員
の
皆
様
に
振
る
舞
い
な
が

ら
歓
談
を
楽
し
み
、
先
輩
方

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
御
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず

ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
諸
先

輩
方
の
お
力
添
え
も
あ
り
、

2
0
2
4
年
最
高
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
事
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
コ
コ
ロ
オ

ド
ル
尾
道
の
未
来
に
向
け
て

会
員
全
員
で
融
和
、
協
働
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
記
事
：
地
域
創
造
委
員
会

今
城 

佑
基
）

１ 

月 

例 

会

新 年 宴 会
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